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憲法保障における機能的等価物の比較憲法学的研究（三・完）﻿

憲
法
保
障
に
お
け
る
機
能
的
等
価
物
の
比
較
憲
法
学
的
研
究（
三
・
完
）

─
─
日
本
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
及
び
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の

実
践
を
対
象
に
─
─

ウ
ミ
ロ
フ
　
フ
ィ
ト
ラ
ト

は
じ
め
に

第
一
章　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
お
け
る
合
憲
性
審
査
制
の
沿
革

　

第
一
節　

﻿

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
に
お
け
る
憲
法
保
障
制

度
の
登
場

　

第
二
節　

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
最
高
裁
判
所
の
構
成
と
そ
の
活
動
の
実
際

　

第
三
節　

﻿

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
お
け
る
特
別
機
関
に
よ
る
違
憲
審
査
制

の
登
場
（
以
上
、
七
一
巻
二
号
）

第
二
章　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
お
け
る
合
憲
性
審
査
制

　

第
一
節　

憲
法
裁
判
所
に
よ
る
合
憲
性
審
査
制

　
　

一　

憲
法
裁
判
所
に
よ
る
合
憲
性
審
査
の
法
的
問
題

　
　

二　

憲
法
裁
判
所
の
立
法
発
議
権
と
判
決
の
効
力

　
　

三　

具
体
的
規
範
統
制
の
実
現
と
対
立
す
る
事
項

第
三
章　

﻿

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
お
け
る
合
憲
性
審
査
制
の
機
能

的
等
価
物

　

第
一
節　

﻿

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
最
高
裁
判
所
の
憲
法
保
障
に
お

け
る
役
割

　

第
二
節　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
最
高
裁
判
所
総
会
の
実
際

　

第
三
節　

﻿

現
代
の
ロ
シ
ア
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
保
障
の
実

践
（
以
上
、
七
一
巻
五
号
）

第
四
章　
合
憲
性
審
査
制
の
機
能
的
等
価
物
と
し
て
の
法
令
案
事
前
審
査
制

　

第
一
節　

﻿

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
司
法
省
に
よ
る
法
令
案
事
前
審

査
過
程

　
　

一　

司
法
省
に
よ
る
法
令
案
事
前
審
査
の
評
価

　

第
二
節　

日
本
に
お
け
る
内
閣
法
制
局
に
よ
る
法
案
事
前
審
査
過
程

　
　

一　

内
閣
法
制
局
に
よ
る
法
案
事
前
審
査
の
評
価

第
五
章　

憲
法
保
障
理
論
の
再
考
察

　

第
一
節　

憲
法
保
障
の
理
論
的
構
成

　
　

一　

保
障
に
お
け
る
「
憲
法
」
と
「
憲
法
典
」
の
区
別

　
　

二　

憲
法
保
障
の
敵

第
六
章　

結
論　
（
以
上
、
本
号
）
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論　　　説

第
四
章　

合
憲
性
審
査
制
の
機
能
的
等
価
物
と
し
て
の
法
令
案
事
前
審
査
制

第
一
節　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
司
法
省
に
よ
る
法
令
案
事
前
審
査
過
程

　

一　

司
法
省
に
よ
る
法
令
案
事
前
審
査
の
評
価

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
裁
判
所
の
合
憲
審
査
制
の
運
用
が
消
極
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
、
司
法
省
に
よ
る
法
案
事
前
審
査
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
司
法
省
に
法
案
の
事
前
審
査
の
権
限
が

与
え
ら
れ
た
の
は
、
直
接
に
は
、
内
閣
長
官
（
同
時
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
大
統
領
）
の
二
〇
〇
三
年
八
月
二
七
日
の
「
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
共
和
国
司
法
省
の
活
動
の
改
善
の
措
置
に
関
す
る
」
規
定
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
規
定
は
、
国
民
の
憲
法
上

の
権
利
及
び
そ
の
自
由
の
保
護
を
確
保
す
る
た
め
、
司
法
省
を
法
創
造
活
動
に
お
け
る
国
策
を
実
現
す
る
統
一
の
国
家
機
関
と
し
、
さ

ら
に
、
法
創
造
及
び
法
適
用
の
実
態
に
お
い
て
、
国
家
機
関
、
執
政
府
（
執
行
機
関
）
の
命
令
案
、
政
府
提
出
法
案
や
政
令
案
な
ど
の

憲
法
へ
の
適
合
性
及
び
法
体
系
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
法
的
審
査
を
行
う
統
一
の
国
家
機
関
で
あ
る
と
し
て
い
た
。

　

現
在
、
法
創
造
に
お
い
て
は
司
法
省
の
果
た
し
て
い
る
役
割
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
法
創
造
活
動
に
お
け
る
国
策
を
実
現
す
る
統

一
の
国
家
機
関
と
し
て
法
規
創
造
分
野
に
お
け
る
次
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
①
法
創
造
及
び
法
令
適
用
分
野
に
お
い
て
国
民
の

憲
法
上
の
権
利
や
自
由
を
保
護
し
、
法
律
の
優
位
、
国
政
に
お
い
て
合
法
性
の
確
保
を
目
的
と
す
る
国
策
を
実
現
す
る
、
②
法
令
に
つ

い
て
、
国
政
に
お
け
る
汚
職
及
び
他
の
違
法
行
為
を
可
能
に
す
る
法
規
の
有
無
の
審
査
す
る
、
③
国
家
機
関
の
活
動
に
お
い
て
基
本
的

人
権
へ
の
尊
重
の
確
保
に
つ
い
て
監
督
を
行
う
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

司
法
省
は
法
規
創
造
に
お
け
る
任
務
を
実
現
す
る
た
め
、
法
規
創
造
及
び
法
適
用
の
実
態
に
お
い
て
、
国
家
機
関
、
執
政
府
（
執
行

機
関
）
の
命
令
案
、
政
府
提
出
法
案
や
政
令
案
な
ど
の
憲
法
へ
の
適
合
性
及
び
法
体
系
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
法
的
審
査
を
行
う
統
一

（
62
）

（阪大法学）71（6-70）　1602〔2022.﻿3﻿〕



憲法保障における機能的等価物の比較憲法学的研究（三・完）﻿

の
国
家
機
関
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　
「
法
規
範
に
関
す
る
」
法
律
の
第
二
一
条
及
び
「
法
案
の
作
成
及
び
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
国
会
へ
の
提
出
の
手
続
に
関
す
る
」

法
律
の
第
二
四
条
は
、
法
令
案
は
、
そ
の
原
案
作
成
機
関
に
お
い
て
審
査
さ
れ
、
司
法
省
に
よ
る
最
終
の
法
的
事
前
審
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。

　

司
法
省
の
法
務
部
長
の
ダ
ヴ
ロ
ヌ
・
カ
ラ
ヌ
ダ
ロ
フ
は
、「
司
法
省
に
よ
る
法
案
審
査
は
法
令
案
の
合
憲
性
や
他
の
法
令
と
の
矛
盾

の
回
避
を
保
障
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
①
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
、
他
の
法
令
及
び
国
家
政
策
や
そ
の
施
行
の
目
的
へ
の
適
合

性
、
②
法
案
の
厳
格
な
解
析
、
条
文
間
及
び
条
文
内
の
矛
盾
の
存
否
、
③
法
案
の
基
本
的
人
権
に
対
す
る
影
響
、
④
汚
職
を
可
能
に
す

る
状
況
の
存
否
、
⑤
異
説
を
も
た
ら
す
解
釈
を
可
能
に
す
る
用
語
の
回
避
、
⑥
法
案
題
名
と
内
容
の
適
合
性
な
ど
の
法
律
的
、
技
術
的

角
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
法
令
案
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
判
断
が
な
さ
れ
、
そ
の
判
断
に
お
い
て
は
上
記
の
基
準
に
基
づ
い
て
法
令

案
が
評
価
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

司
法
省
に
よ
る
法
令
事
前
審
査
の
運
用
は
非
常
に
積
極
的
で
あ
り
、
司
法
省
の
「
二
〇
一
七
年
度
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
活
動
の
報

告
（
二
〇
一
八
年
一
月
一
日
の
時
点
で
）」
を
見
る
と
、
二
〇
一
七
年
～
二
〇
一
八
年
の
時
期
に
お
い
て
三
一
六
三
件
の
法
規
範
案
な

ど
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
内
、
二
一
七
一
件
が
審
査
さ
れ
、
二
〇
一
七
件
に
対
し
て
制
定
許
可
が
与
え
ら
れ
た
（
六
三
二
件
は
訂
正
な
し

で
、
一
三
八
五
件
は
訂
正
付
き
）。
事
前
審
査
の
結
果
一
五
四
件
が
棄
却
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
九
九
二
件
は
政
府
規
則
の
条
件
を
満

た
し
て
い
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
差
し
戻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

憲
法
裁
判
所
が
下
し
た
七
つ
の
違
憲
判
決
は
政
令
の
合
憲
性
が
問
題
と
な
っ
た
判
決
で
あ
り
、
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
も
の
の
、
二
つ

は
首
長
（
ホ
キ
ム
）
に
よ
る
命
令
（
第
一
は
、「
デ
ノ
ヴ
綿
花
再
製
造
」
工
場
の
経
済
的
自
由
が
争
わ
れ
た
「
ス
ル
ハ
ヌ
ダ
リ
ヤ
州
の

首
長
（
ホ
キ
ム
）
の
命
令
の
合
憲
性
に
関
す
る
」
判
決
、
第
二
は
、
ホ
キ
ム
ヤ
ッ
ト
の
社
会
団
体
の
活
動
へ
の
違
法
介
入
が
争
わ
れ
た

（
63
）

（
64
）

（
65
）
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「
ホ
ラ
ズ
ム
州
の
執
政
府
（
ホ
キ
ム
ヤ
ッ
ト
）
の
決
議
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
規
定
の
合
憲
性
審
査
に
関
す
る
」
判
決
）
で
あ
り
、
次

の
四
つ
は
内
閣
の
規
定
（
そ
の
第
一
は
、
内
閣
の
「
教
育
従
事
者
と
の
労
働
契
約
の
締
結
の
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
〔
期
間
の
定
め
の
あ
る
労

働
契
約
一
律
者
〕
方
式
に
関
す
る
規
定
」
の
合
憲
審
査
に
関
す
る
判
決
、
第
二
は
、
内
閣
の
決
定
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
「
書
面
に
よ
る

労
働
契
約
の
締
結
に
関
す
る
勧
告
」
総
則
第
二
の
合
憲
性
に
関
す
る
判
決
で
あ
り
、
第
三
は
、「
第
二
世
界
大
戦
の
障
害
者
な
ど
に
対

す
る
居
室
面
積
の
賃
料
及
び
公
共
料
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
の
特
典
の
供
与
を
定
め
て
い
る
い
く
つ
か
の
法
規
範
の
合
憲
性
に
関
す

る
」
判
決
で
あ
り
、
第
四
は
、「
労
働
法
典
第
一
一
八
条
の
適
用
の
合
憲
性
に
関
す
る
」
判
決
）
で
あ
っ
て
、
残
り
の
一
つ
は
労
働
及

び
国
民
社
会
保
護
省
の
規
定
（「
国
家
社
会
保
険
に
よ
る
手
当
の
査
定
及
び
支
払
い
の
手
続
に
関
す
る
規
定
」
の
合
憲
性
に
関
す
る
判

決
）
で
あ
る
。

　

憲
法
適
合
性
審
査
の
件
数
は
上
記
の
七
件
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
一
九
九
七
年
二
月
か
ら
一
九
九
八
年
二
月
ま
で
に
集
中
し

て
い
る
。
憲
法
裁
判
所
は
、
一
九
九
八
年
二
月
二
六
日
付
違
憲
判
決
を
最
後
に
、
法
令
の
憲
法
適
合
性
審
査
の
権
限
を
行
使
し
て
い
な

い
が
、
司
法
省
に
法
令
案
事
前
審
査
の
権
限
が
与
え
ら
れ
た
二
〇
〇
三
年
か
ら
法
律
よ
り
下
位
の
規
定
の
合
憲
性
審
査
も
な
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
司
法
省
に
よ
る
積
極
的
な
事
前
審
査
の
運
用
の
結
果
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節　

日
本
に
お
け
る
内
閣
法
制
局
に
よ
る
法
案
事
前
審
査
過
程

　

内
閣
法
制
局
は
、
各
省
庁
が
起
草
す
る
法
案
、
政
令
案
や
条
約
案
が
憲
法
を
は
じ
め
と
す
る
既
存
の
法
体
系
に
反
し
な
い
か
を
審
査

す
る
内
閣
の
機
関
で
あ
る
。
内
閣
法
制
局
法
に
よ
れ
ば
、
内
閣
法
制
局
は
内
閣
に
置
か
れ
、
そ
の
所
掌
事
務
は
「
閣
議
に
付
さ
れ
る
法

律
案
、
政
令
案
及
び
条
約
案
を
審
査
し
、
こ
れ
に
意
見
を
附
し
、
及
び
所
要
の
修
正
を
加
え
て
、
内
閣
に
上
申
す
る
こ
と
」、「
法
律
案

及
び
政
令
案
を
立
案
し
、
内
閣
に
上
申
す
る
こ
と
」、「
法
律
問
題
に
関
し
内
閣
並
び
に
内
閣
総
理
大
臣
及
び
各
省
大
臣
に
対
し
意
見
を

（
66
）
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述
べ
る
こ
と
」
な
ど
が
あ
る
。
具
体
的
に
、
大
き
く
分
け
て
、
法
律
問
題
に
関
し
内
閣
並
び
に
内
閣
総
理
大
臣
及
び
各
省
大
臣
に
対
し

意
見
を
述
べ
る
意
見
事
務
と
、
法
律
案
、
政
令
案
、
条
約
の
審
査
立
案
を
行
う
審
査
事
務
が
あ
る
。
以
上
の
所
掌
事
務
は
、
四
つ
の
部

（
第
一
部
か
ら
第
四
部
ま
で
）
に
お
い
て
分
掌
さ
れ
て
い
る
。
意
見
事
務
を
行
う
の
は
第
一
部
で
あ
り
、
第
二
部
か
ら
第
四
部
ま
で
が

審
査
事
務
を
担
当
す
る
。
定
員
が
全
部
で
七
六
人
お
り
、
組
織
長
は
内
閣
法
制
局
長
官
で
あ
る
。

　

更
に
、
内
閣
法
制
局
に
は
、
学
識
経
験
者
の
意
見
を
求
め
る
た
め
に
参
与
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
律
上
置
か
れ
た
も
の
で
は

な
く
事
実
上
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
月
一
回
参
与
会
を
開
い
て
い
る
。
こ
の
学
識
経
験
者
は
高
度
の
法
律
的
判
断
の
必
要
と
さ
れ

る
事
案
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
こ
の
参
与
会
の
意
見
が
内
閣
法
制
局
の
意
見
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
「
内
閣
法
制
局
設
置
法
」
の
上
記
の
規
定
を
根
拠
に
し
て
、
内
閣
法
制
局
は
憲
法
や
法
律
の
解
釈
を
行
政
政
府
内
で
専
権
的
に
行
っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
行
政
府
内
で
の
有
権
解
釈
権
を
実
態
上
握
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

内
閣
法
制
局
の
法
案
審
査
は
、
閣
議
講
義
さ
れ
た
法
案
が
内
閣
官
房
か
ら
内
閣
法
制
局
へ
送
付
さ
れ
て
か
ら
、
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
西
川
伸
一
教
授
に
よ
れ
ば
、
内
閣
法
制
局
は
、
法
案
審
査
を
次
の
四
つ
の
基
準
を
中
心
に
行
う
。
①
「
憲
法
や
他
の

現
行
の
法
制
と
の
関
係
、
立
法
内
容
の
法
的
妥
当
性
」、
②
「
立
法
の
意
図
が
、
法
文
の
上
に
正
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
」、
③
「
条

文
の
表
現
及
び
配
例
等
の
構
成
は
適
当
で
あ
る
か
」、
④
「
用
字
・
用
語
に
つ
い
て
誤
り
は
な
い
か
」
で
あ
る
。
更
に
、
内
閣
法
制
局

に
は
「
法
令
整
備
会
議
」
が
設
け
ら
れ
、
言
葉
づ
か
い
の
ル
ー
ル
に
常
に
気
を
配
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
法
律

的
、
技
術
的
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
す
る
」
と
い
う
。
佐
藤
岩
夫
教
授
に
よ
れ
ば
、
法
案
の
審
査
は
、
主
務
官
庁
の
担
当
官
と
内

閣
法
制
局
の
審
査
担
当
参
事
官
と
の
問
で
、
原
案
の
説
明
、
質
疑
応
答
、
原
案
の
修
正
、
質
疑
応
答
と
い
っ
た
一
連
の
手
続
が
繰
り
返

し
行
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
審
査
は
、
基
本
的
に
は
形
式
的
な
側
面
に
重
点
が
あ
り
、
法
案
の
目
的
の
正
当
性
や
政
策
的
妥
当
性
な
ど

に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
平
岡
秀
夫
教
授
は
、「〔
法
案
の
〕
内
容
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
内
閣
法
制
局
に
持
ち
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込
ま
れ
る
前
の
段
階
で
、
審
議
会
や
各
省
間
の
折
衝
で
決
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
内
閣
法
制
局
に
持
ち
込
ま
れ
た
段
階
で
内
容

の
基
本
的
な
部
分
が
否
定
さ
れ
る
場
合
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
」。「
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
政
策
の
中
身
自
身
を

内
閣
法
制
局
の
方
が
左
右
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
法
体
系
上
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
、
表
現
を
統
一
す
る
、
論
理
的
整
合
性
を
と
る
、
正

確
な
文
章
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
式
的
な
整
理
を
行
う
こ
と
が
中
心
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
中
村
明
教
授
は
、「
内
閣
法
制
局
は
政
府
部
内
で
の
憲
法
の
最
高
有
権
解
釈
権
者
と
し
て
、『
法
の
支
配
』
を
盾
に
、

官
僚
や
政
治
家
が
憲
法
や
法
律
を
逸
脱
し
な
い
よ
う
に
睨
み
を
利
か
せ
て
い
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
更
に
、
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
、
内
閣
法
制
局
長
官
で
あ
っ
た
茂
串
俊
氏
に
よ
れ
ば
、「
法
律
は
強
制
力
を
も
ち
、
国
民
の
権
利
義
務
に
か
か
わ
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
政
策
に
つ
い
て
本
当
に
法
律
が
必
要
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
審
査
す
る
。
審
査
す
る
と
は
、
議
論

を
通
じ
て
そ
の
法
律
の
必
要
性
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
法
律
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
次
に
、

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
な
ど
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
要
件
で
ど
の
よ
う
な
対
象
を
ど
の
よ
う
な
手
続
で
規
制
す
る
の
か

と
い
う
点
で
審
査
を
行
う
。
そ
の
後
は
表
現
な
ど
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
形
式
的
な
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
そ
の
際
に
最
も

重
要
な
こ
と
は
、
出
来
る
限
り
正
確
な
条
文
に
な
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

内
閣
法
制
局
に
よ
る
法
案
審
査
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
る
に
し
て
も
、
内
閣
法
制
局
が
政
府
内
で
の
「
第
一
次
違
憲
審
査
所
」
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

内
閣
法
制
局
の
上
記
の
法
案
審
査
権
に
加
え
、
も
う
一
つ
の
機
能
と
し
て
、
法
制
意
見
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
内
閣
法
制
局
設
置
法

に
お
い
て
、
所
掌
事
務
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
第
三
条
第
三
号
の
「
法
律
問
題
に
関
し
内
閣
並
び
に
内
閣
総
理
大
臣
及
び
各

省
大
臣
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
」
と
い
う
規
定
が
法
制
意
見
の
法
的
根
拠
で
あ
る
。

　

意
見
事
務
に
お
い
て
文
書
ま
た
は
口
頭
に
よ
る
法
律
的
な
意
見
の
照
会
に
対
し
て
文
書
で
回
答
す
る
も
の
は
、
特
に
「
法
制
意
見
」
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と
呼
ば
れ
、
政
府
・
行
政
部
内
で
は
、
最
高
裁
判
所
の
判
例
に
対
応
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
大
石
眞
教
授
に
よ
れ
ば
、「
法
務
総
裁
意
見
年
報
」
が
内
閣
法
制
局
の
法
律
問
題
に
関
す
る
意
見
書
を
収
め
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
四
八
年
に
一
〇
件
、
一
九
四
九
年
に
四
五
件
、
一
九
五
〇
年
に
八
〇
件
、
一
九
五
一
年
に
は
五
〇
件
が
記
録
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
内
に
は
憲
法
解
釈
に
関
連
す
る
問
題
も
多
く
、
最
高
裁
判
所
が
活
動
を
開
始
し
て
間
も
な
い
憲
法
施
行
初
期
に
は
、

法
制
意
見
が
い
わ
ば
準
判
例
的
機
能
を
果
た
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
郵
政
大
臣
官
房
電
気
通
信
監
理
官
の
提
出
し
た
法
律
問
題
へ
の
回
答
と
し
て
、「
通
話
の
秘
密
に
つ
い
て
」
の
意
見
書

（
一
九
六
三
年
一
二
月
九
日
）
は
以
下
の
内
容
で
下
さ
れ
て
い
た
。

本
意
見
書
で
は
二
つ
の
問
題
に
対
し
て
意
見
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「（
イ
）
電
話
を
利
用
し
て
刑
法
第
二
二
二
条
を
規
定
す
る
脅
迫
の
罪
を
現
に
犯
し
て
い
る
者
が
あ
る
場
合
に
、
被
害
者
の
要
請
に
よ

っ
て
、
日
本
電
信
電
話
公
社
（
以
下
『
公
社
』
と
い
う
。）
の
職
員
の
当
該
電
話
の
発
信
場
所
を
探
索
し
、
こ
れ
を
司
法
警
察
職
員
な

ど
の
捜
査
官
憲
に
通
報
す
る
こ
と
は
、
公
衆
電
気
通
信
法
（
以
下
『
法
』
と
い
う
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る

か
。

　
（
ロ
）
司
法
警
察
職
員
な
ど
の
捜
査
官
憲
が
、
電
話
に
よ
る
通
話
の
一
方
の
当
事
者
甲
の
同
意
を
得
て
、
甲
の
利
用
す
る
電
話
の
端

末
の
設
備
に
お
い
て
他
方
の
当
事
者
乙
の
通
話
を
録
音
す
る
こ
と
は
、
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
か
」
と
い

う
問
題
が
通
信
の
秘
密
と
い
う
憲
法
第
二
一
条
上
の
権
利
、
さ
ら
に
憲
法
第
三
三
条
、
第
三
五
条
に
関
連
す
る
問
題
で
あ
り
、
内
閣
法

制
局
は
当
該
事
項
が
通
信
の
秘
密
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
意
見
を
下
し
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
以
下
の
解
説
を
下
し
て
い
る
。

　
「　

三　

理
由
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（
イ
）
公
衆
電
気
通
信
法
第
五
条
は
、
第
一
項
に
お
い
て
『
公
社
…
…
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
の
秘
密
は
、
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。』

と
規
定
す
る
と
と
も
に
、
第
二
項
に
お
い
て
『
公
衆
電
気
通
信
業
務
に
従
事
す
る
者
は
在
職
中
公
社
…
…
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
に
関

し
て
知
り
得
た
他
人
の
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
職
を
退
い
た
後
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
』
と
規
定
し
て
い
る
。
電

話
の
発
信
場
所
は
、
発
信
者
が
こ
れ
を
秘
匿
し
た
い
と
欲
す
る
場
合
が
あ
り
う
る
か
ら
、
第
二
項
に
い
う
『
他
人
の
秘
密
』
に
該
当
す

る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
公
社
の
職
員
が
電
話
の
発
信
場
所
を
探
索
し
、
こ
れ
を
他
人
に
知
得
さ
せ
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て

法
第
五
条
第
二
項
に
違
反
し
、
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
お
尋
ね
の
場
合
の
よ
う
に
、
電
話
を
利
用
し
て
脅

迫
の
罪
を
現
に
犯
し
て
い
る
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
被
害
者
の
要
請
が
あ
る
と
き
は
、
公
社
の
職
員
が
当
該
電
話
の
発
信
場
所
を
探

索
し
、
こ
れ
を
捜
査
官
憲
に
通
報
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
要
約
し
て
い
え
ば
、
上
記
の
探

索
及
び
通
報
は
、
脅
迫
の
罪
の
現
行
犯
人
の
逮
捕
に
協
力
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」。

　

つ
ま
り
、
電
話
を
利
用
し
て
脅
迫
の
罪
を
現
に
犯
し
て
い
る
者
が
い
る
場
合
、
被
害
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
当
該
電
話
の
発
信
場
所

を
探
索
す
る
こ
と
は
「
通
信
の
秘
密
」
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
理
由
の
前
提
と
し
て
、
日
本

国
憲
法
第
三
三
条
と
第
三
五
条
を
引
用
す
る
上
で
捜
査
権
に
よ
る
逆
探
知
の
合
憲
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
（
ロ
）
の
問
題
に
つ
い
て
は
以
下
の
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。

「
電
話
に
よ
る
通
話
の
一
方
の
当
事
者
甲
が
そ
の
利
用
す
る
電
話
の
端
末
の
設
備
に
お
い
て
聴
取
し
う
る
他
方
の
当
事
者
乙
の
通
話
の

内
容
は
、
甲
の
支
配
の
下
に
置
か
れ
た
事
項
で
あ
っ
て
、
法
第
五
条
第
一
項
に
い
う
『
公
社
…
…
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
の
秘
密
』
の

範
囲
外
に
あ
る
事
項
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
甲
が
そ
の
利
用
す
る
電
話
の
端
末
の
設
備
に
お
い
て
、
乙
の
通
話
の
内
容
を
み
ず
か
ら

録
音
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
第
三
者
に
録
音
さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
、
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
も
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の
と
思
わ
れ
る
。
も
つ
と
も
、
甲
が
第
三
者
に
録
音
さ
せ
、
乙
の
通
話
の
内
容
を
第
三
者
に
知
得
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
見
方
に

よ
れ
ば
、
乙
の
通
話
の
秘
密
の
侵
害
が
あ
る
も
の
と
は
い
え
よ
う
が
、
そ
れ
は
、
甲
の
乙
に
対
す
る
責
任
の
問
題
を
生
ず
る
こ
と
が
あ

り
う
る
だ
け
で
あ
る
」
と
解
説
を
下
し
、
公
衆
電
気
通
信
法
第
五
条
第
一
項
が
定
め
る
「
公
社
…
…
取
り
扱
い
中
に
係
る
通
信
の
秘

密
」
に
違
反
し
な
い
と
し
て
い
る
。

　

以
上
に
よ
っ
て
、
内
閣
法
制
局
の
法
律
問
題
に
関
し
内
閣
並
び
に
内
閣
総
理
大
臣
及
び
各
省
大
臣
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
事

務
、
い
わ
ゆ
る
意
見
事
務
は
、
直
接
的
に
憲
法
解
釈
に
関
連
す
る
活
動
で
あ
り
、
諮
問
的
な
役
割
を
果
た
す
に
せ
よ
、
憲
法
保
障
に
お

い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。﻿

　
　

一　

内
閣
法
制
局
に
よ
る
法
案
事
前
審
査
の
評
価

　

中
村
明
教
授
は
、
二
〇
〇
一
年
時
点
で
出
さ
れ
た
五
つ
の
判
決
に
つ
い
て
、
違
憲
判
決
を
受
け
た
法
律
が
い
ず
れ
も
内
閣
法
制
局
の

審
査
を
経
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
最
高
裁
判
所
の
法
令
違
憲
判
決
の
中
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
が
、
①
尊
属
殺
人
重
罰
規

定
違
憲
判
決
（
一
九
七
三
年
四
月
四
日
大
法
廷
判
決
、
刑
集
二
七
巻
三
号
二
六
五
頁
）
が
違
憲
と
し
た
刑
法
二
〇
〇
条
（
明
治
四
〇
年

四
月
二
四
日
施
行
）
を
別
と
す
る
と
、
②
薬
事
法
距
離
制
限
規
定
違
憲
判
決
（
一
九
七
五
年
四
月
三
〇
日
大
法
廷
判
決
、
民
集
二
九
巻

四
号
五
七
二
頁
）
が
違
憲
と
し
た
薬
事
法
六
条
二
項
・
四
項
は
、
薬
事
法
自
体
は
政
府
提
出
法
案
だ
が
、
問
題
と
な
っ
た
六
条
二
項
・

四
項
は
、
一
九
六
三
年
に
議
員
立
法
で
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
内
閣
法
制
局
の
審
査
は
経
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
③
衆
議
院
議
員
定
数
配
分
違
憲
判
決
（
一
九
七
六
年
四
月
一
四
日
大
法
廷
判
決
、
民
集
三
〇
巻
三
号
二
二
三
頁
）
と
④
衆
議

院
議
員
定
数
配
分
規
定
違
憲
判
決
（
一
九
八
五
年
七
月
一
七
日
大
法
廷
判
決
、
民
集
三
九
巻
五
号
一
一
〇
〇
頁
）
に
お
い
て
判
決
で
問

題
と
な
っ
た
公
職
選
挙
法
の
改
正
は
議
員
立
法
で
あ
る
。
⑤
森
林
法
共
有
林
分
割
制
限
規
定
違
憲
判
決
（
一
九
八
七
年
四
月
二
二
日
大
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法
廷
判
決
、
民
集
四
一
巻
三
号
四
〇
八
頁
）
で
問
題
と
な
っ
た
森
林
法
一
八
六
条
に
つ
い
て
も
、
森
林
法
自
体
は
一
九
五
一
年
に
農
林

省
に
お
い
て
立
案
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
政
府
提
案
と
せ
ず
に
、
議
員
提
出
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
依
頼
立
法
」
の
形
式
で
行
わ
れ
、
審
査

し
た
の
は
衆
議
院
の
法
制
局
で
あ
っ
た
。
⑥
郵
便
法
免
責
規
定
違
憲
判
決
（
二
〇
〇
二
年
九
月
一
一
日
大
法
廷
判
決
、
民
集
五
六
巻
七

号
一
四
三
九
頁
）
で
違
憲
と
さ
れ
た
の
は
郵
便
法
で
あ
る
。
同
法
は
一
九
四
七
年
に
政
府
提
出
法
案
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
法
制
局
の
審
査
を
経
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
佐
藤
岩
夫
教
授
に
よ
れ
ば
、
同
判
決
が
出
さ
れ
た
一
九
四
七
年

と
い
う
時
期
は
、
終
戦
直
後
の
新
体
制
の
下
で
多
数
の
新
し
い
法
律
の
制
定
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
で
法
制

局
の
廃
止
が
議
論
さ
れ
て
い
た
時
期
と
も
重
な
り
（
一
九
四
八
年
二
月
に
一
旦
廃
止
）、
当
時
の
法
案
審
査
は
通
常
と
比
較
す
る
と
や

や
精
密
さ
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
状
況
も
推
測
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
下
さ
れ
た
違
憲
判
決
す
な
わ

ち
、
⑦
在
外
邦
人
の
選
挙
権
制
限
違
憲
判
決
（
二
〇
〇
五
年
九
月
一
四
日
大
法
廷
判
決
、
民
集
五
九
巻
七
号
二
〇
八
七
頁
）
で
問
題
と

な
っ
た
公
職
選
挙
法
（
一
九
五
〇
年
四
月
七
日
成
立
）
と
⑧
非
嫡
出
子
の
国
籍
取
得
制
限
違
憲
判
決
（
二
〇
〇
八
年
六
月
四
日
、
民
集

六
二
巻
六
号
一
三
六
七
頁
）
で
問
題
と
な
っ
た
国
籍
法
（
一
九
五
〇
年
四
月
二
六
日
成
立
）
も
法
制
局
が
廃
止
に
な
っ
て
い
た
時
期
に

成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
⑨
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
規
定
違
憲
判
決
（
二
〇
一
三
年
九
月
四
日
、
民
集
六
七
巻
六
号
一
七
二
〇
頁
）

で
問
題
と
な
っ
た
民
法
第
九
〇
〇
条
四
号
と
⑩
女
性
の
再
婚
禁
止
期
間
違
憲
判
決
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
六
日
）
で
問
題
と
さ
れ
た

民
法
第
七
三
三
条
な
ど
に
つ
い
て
は
（
一
八
九
六
年
三
月
二
三
日
成
立
）、
内
閣
法
制
局
の
審
査
を
経
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
明
治

期
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
と
い
う
よ
う
な
要
素
が
大
き
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
内
閣
法
制
局
が
審
査
し
た
法
律
で
違
憲
判
決
が
下
さ
れ
た
も
の
は
二
件
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
明
治
期
の
法
律
と
戦
後

直
後
の
法
律
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
施
行
後
相
当
の
年
数
を
経
過
し
て
い
る
。

　

西
川
伸
一
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
法
律
が
議
員
立
法
に
委
ね
ら
れ
、
内
閣
法
制
局
の
よ
う
な
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
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な
い
ア
メ
リ
カ
の
立
法
事
情
と
比
較
す
る
と
き
わ
め
て
対
照
的
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
法
律
が
「
非
常
に
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ

ク
で
洩
れ
が
な
い
」
一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
法
体
系
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
」
で
そ
れ
ゆ
え
弁
護
士
商
売
が
は
や
る
と
い
う
。
法
律
間
の

矛
盾
は
む
し
ろ
当
然
で
、
同
じ
こ
と
を
あ
る
法
律
で
は
認
め
、
別
の
法
律
で
は
禁
じ
て
い
る
。

　

茂
串
俊
元
内
閣
法
制
局
長
官
は
「
そ
れ
が
後
日
問
題
に
な
っ
て
、
極
端
な
場
合
、
裁
判
に
な
っ
て
国
が
負
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
と
、
国
政
を
混
乱
さ
せ
る
元
に
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
わ
れ
わ
れ
が
法
令
の
立
案
に
つ

い
て
も
綿
密
に
審
査
を
い
た
し
ま
す
」
と
語
る
。

　

佐
藤
岩
夫
教
授
は
、
五
十
嵐
敬
喜
教
授
ら
の
次
の
よ
う
な
論
考
を
引
用
し
て
い
る
。
五
十
嵐
敬
喜
教
授
ら
に
よ
れ
ば
、「
行
政
機
構

の
一
角
で
あ
る
内
閣
法
制
局
が
、
裁
判
所
が
審
査
す
る
前
に
、
各
省
庁
が
法
案
を
起
草
し
た
段
階
で
、
そ
れ
が
新
憲
法
下
は
お
ろ
か
、

明
治
以
来
連
綿
と
し
て
築
か
れ
て
き
た
法
律
の
膨
大
な
体
系
と
整
合
性
が
あ
る
か
否
か
事
前
に
審
査
し
、
否
な
ら
ば
整
合
性
を
持
つ
よ

う
に
法
案
を
書
き
直
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
内
閣
法
制
局
こ
そ
、
第
一
次
違
憲
審
査
所
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
日
本
の
官
僚
は

司
法
の
役
割
も
含
め
て
三
権
を
ほ
ぼ
手
中
に
収
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
権
の
な
か
で
官
僚
が
突
出
し
た
最
大
の
理
由
で
あ
る
」
と

の
こ
と
で
あ
る
。
佐
藤
岩
夫
教
授
が
論
じ
た
よ
う
に
、
日
本
の
立
法
の
重
要
部
分
で
あ
る
政
府
提
出
法
案
に
つ
い
て
、
内
閣
法
制
局
が

政
府
部
内
で
の
「
最
高
有
権
解
釈
権
者
」
と
し
て
決
定
的
に
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
と
言
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
内
閣
法
制
局
が
内
閣
に
置
か
れ
て
い
る
機
関
で
あ
り
、
内
閣
法
制
局
長
官
も
内
閣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
と
い
う
観
点
か

ら
見
れ
ば
、
内
閣
法
制
局
に
関
す
る
上
記
の
評
価
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
る
。

　

安
倍
政
権
が
、
二
〇
一
三
年
八
月
八
日
、
内
閣
法
制
局
長
官
を
交
代
さ
せ
、
新
し
い
長
官
と
し
て
、
外
務
省
出
身
の
小
松
一
郎
フ
ラ

ン
ス
大
使
の
起
用
を
閣
議
決
定
し
た
こ
と
は
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
内
閣
法
制
局
は
政
府
提
出
の
法
案
に
つ
い
て
、
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憲
法
や
他
の
法
律
と
矛
盾
が
な
い
か
を
審
査
す
る
ほ
か
、
憲
法
や
法
令
の
解
釈
で
政
府
の
統
一
見
解
を
示
す
役
割
を
担
う
と
い
う
大
き

な
権
限
を
持
っ
て
い
る
上
、
安
倍
首
相
の
狙
い
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
前
向
き
だ
っ
た
小
松
氏
を
起
用
し
て
、
行
使
容
認
に
踏
み

切
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
政
府
解
釈
が
「
我
が
国
は
主
権
国
家
で
あ
る
以
上
、

集
団
的
自
衛
権
を
保
有
し
て
い
る
が
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
を
超
え
る
た
め
、
認
め
ら
れ
な

い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
四
年
七
月
一
日
の
臨
時
閣
議
で
、
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
従
来
の
憲
法
解
釈
を
変
更
し
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
限
定
的
に
認
め
る
閣
議
決
定
を
行
っ
た
。

第
五
章　

憲
法
保
障
理
論
の
再
考
察

第
一
節　

憲
法
保
障
の
理
論
的
構
成

　
　

一　

保
障
に
お
け
る
「
憲
法
」
と
「
憲
法
典
」
の
区
別

　

憲
法
保
障
と
は
、「
何
を
」（
①
保
障
の
対
象
と
し
て
の
憲
法
秩
序
）、「
何
に
対
し
て
」（
②
保
障
の
「
敵
」
と
し
て
の
違
憲
行
為
）、

「
誰
が
」（
③
憲
法
保
障
の
担
い
手
）、「
い
か
に
」（
④
保
障
手
段
の
性
格
と
形
態
）、「
何
の
た
め
に
」（
⑤
憲
法
秩
序
の
維
持
）
を
そ

れ
ぞ
れ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
憲
法
学
に
お
い
て
様
々
な
検
討
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

上
記
に
よ
っ
て
、
憲
法
保
障
の
構
成
を
考
え
る
と
、「
何
を
」（
①
保
障
の
対
象
と
し
て
の
憲
法
秩
序
）
が
憲
法
保
障
の
客
体
で
あ
る

こ
と
、「
誰
が
」（
③
憲
法
保
障
の
担
い
手
）
が
憲
法
保
障
の
主
体
で
あ
る
こ
と
、「
い
か
に
」（
④
保
障
手
段
の
性
格
と
形
態
）
が
そ
の

手
段
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
主
体
と
客
体
の
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
の
が
「
何
に
対
し
て
」（
②
保
障
の
「
敵
」
と
し
て

の
違
憲
行
為
）
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
憲
法
保
障
の
理
論
的
構
成
を
考
え
る
際
、
ま
ず
、「
何
を
」（
①
保
障
の
対
象
と
し
て
の
憲
法
秩

序
）、
そ
し
て
「
何
に
対
し
て
」（
②
保
障
の
「
敵
」
と
し
て
の
違
憲
行
為
）、
さ
ら
に
「
誰
が
」（
③
憲
法
保
障
の
担
い
手
）
が
憲
法
保
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障
の
主
体
と
「
い
か
に
」（
④
保
障
手
段
の
性
格
と
形
態
）
が
そ
の
手
段
と
い
う
順
番
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

芦
部
教
授
は
、「
憲
法
は
、
国
の
最
高
法
規
で
あ
る
が
、
こ
の
憲
法
の
最
高
法
規
性
は
、
法
律
な
ど
の
下
位
の
法
規
範
や
違
憲
的
な

権
力
の
行
使
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
、
ゆ
が
め
ら
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
憲
法
の
崩
壊
を
招
く
政
治
の
動

き
を
事
前
に
防
止
し
、
ま
た
は
、
事
後
に
是
正
す
る
た
め
の
装
置
を
、
あ
ら
か
じ
め
憲
法
秩
序
の
中
に
設
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
そ

の
装
置
を
、
通
常
憲
法
保
障
制
度
と
い
う
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
言
う
、
憲
法
の
崩
壊
を
招
く
政
治
の
動
き
を
事
前
に
防
止
し
、
ま
た

は
、
事
後
に
是
正
す
る
た
め
の
制
度
の
こ
と
を
憲
法
保
障
の
主
体
だ
と
考
え
、
そ
れ
を
、
事
前
的
保
障
（
事
前
に
防
止
す
る
）
の
主
体

と
事
後
的
保
障
（
事
後
に
是
正
す
る
）
の
主
体
に
区
分
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

憲
法
の
概
念
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
憲
法
と
憲
法
典
と
い
う
区
分
が
存
在
す
る
。
芦
部
教
授
は
、
憲
法
を
形
式
的
意
味
の
憲
法
と

実
質
的
意
味
の
憲
法
に
分
け
て
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
形
式
的
意
味
の
憲
法
は
、
憲
法
と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ
る
成
文
の
法
典
（
憲

法
典
）
を
意
味
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
意
味
の
憲
法
は
、
そ
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
は
関
わ
ら
な
い
。
実
質
的
意

味
の
憲
法
は
、
あ
る
特
定
の
内
容
を
も
っ
た
法
を
「
憲
法
」
と
呼
ぶ
場
合
で
あ
る
。
成
文
で
あ
る
か
不
文
で
あ
る
か
、
問
わ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

小
嶋
和
司
教
授
に
よ
れ
ば
、
憲
法
典
に
何
を
規
定
す
る
か
は
、
事
柄
が
実
質
的
に
憲
法
事
項
で
あ
る
か
否
か
の
み
を
考
え
て
決
せ
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
他
の
考
慮
に
よ
っ
て
も
決
せ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
憲
法
典
に
は
、
他
の
制
定
法
に
比
べ
て
高
い
法
的
権
力

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
そ
こ
に
「
抱
き
合
わ
せ
規
定
」
が
も
う
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
も
有

名
な
例
は
、
一
八
九
三
年
の
ス
イ
ス
連
邦
憲
法
典
に
挿
入
さ
れ
た
、
動
物
の
殺
し
方
に
つ
い
て
の
次
の
規
定
で
あ
る
。「
出
血
せ
し
め

る
前
に
麻
酔
せ
し
め
る
こ
と
な
く
動
物
を
屠
殺
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
屠
殺
方
法
、
ど
の
よ
う
な
動
物
種
類
に
つ
い
て
も
、
例
外

な
く
禁
止
さ
れ
る
。」（
第
二
五
条
）。
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憲
法
保
障
の
客
体
を
憲
法
典
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
憲
法
典
に
定
め
ら
れ
る
如
何
な
る
規
定
で
あ
っ
て
も
保
障
の
対
象
と
み
な
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
憲
法
典
に
お
い
て
人
権
・
自
由
に
関
す
る
規
定
よ
り
も
国
家
秩
序
が
重
視
さ
れ
る
と
、
国
家
秩
序
の
保
持
の

た
め
に
、
人
権
・
自
由
に
対
し
て
い
く
ら
で
も
制
限
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
憲
法
と
い
う
も
の
は
そ
の
本
質
的
な
意
味
を
失
う

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
憲
法
が
規
範
的
に
上
位
に
立
つ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
保
障
に
お
い
て
も
国
家
秩
序
の
保

持
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

石
村
修
教
授
は
、
憲
法
保
障
と
い
っ
た
場
合
、
憲
法
の
全
て
を
そ
の
侵
害
か
ら
護
っ
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
・
意
味
を
も
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
固
有
の
意
味
で
の
憲
法
保
障
（
国
家
存
立
の
安
全
な
い
し
保
持
）
は
理
念
論
と
し
て
は
成
立
し
え
て
も
、
憲
法
学
と
し

て
は
成
立
し
え
な
い
と
述
べ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
四
つ
の
事
項
を
あ
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
憲
法
典
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
規
範
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
権
に
関
し
て
は
、
そ
の
制
度
的
保
障
と
し
て
立
法
・
行
政
府
に
あ
る
程
度
の
裁
量
権
を
与
え
た
も
の
、

統
治
に
関
し
て
も
、
権
力
構
造
に
お
け
る
民
主
制
の
確
保
を
定
め
て
い
る
も
の
か
ら
、
各
統
治
構
造
に
お
け
る
法
慣
行
を
定
め
た
も
の

ま
で
諸
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
全
く
均
一
に
し
て
護
る
と
い
う
こ
と
は
、
憲
法
保
障
の
本
来
的
意
図
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、

憲
法
典
保
障
を
意
図
す
る
限
り
で
は
、
憲
法
秩
序
が
固
定
的
に
理
解
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
憲
法
典
の
全
体
像
は
憲
法
制
定
時
で

そ
の
内
容
が
固
定
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
将
来
的
な
展
開
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
部
分
が
か
な
り
あ
る
。
憲
法
保
障
が
憲
法
の

改
正
を
認
め
る
の
は
、
実
は
憲
法
典
の
一
部
に
つ
い
て
の
改
正
を
認
め
る
の
で
あ
っ
て
、
実
質
的
憲
法
部
分
に
ま
で
憲
法
改
正
作
用
が

及
ぶ
こ
と
は
拒
否
さ
れ
る
。
第
三
に
、
憲
法
保
障
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
「
憲
法
の
概
念
」
は
、「
近
代
的
意
味
・
理
想
的
意
味
・
立

憲
的
意
味
の
憲
法
」
と
同
義
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
近
代
の
憲
法
史
に
お
い
て
、
立
憲
主
義
（constitution-

alism

）
の
政
治
理
想
を
か
な
り
の
程
度
に
と
り
い
れ
て
い
る
憲
法
だ
け
を
憲
法
と
い
う
こ
と
が
あ
る
」。
第
四
に
、
憲
法
典
は
下
位
の

法
規
と
一
体
と
な
っ
て
、
強
制
・
実
効
規
範
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
う
る
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
典
の
保
障
は
全
体
の
法
規
構
造
と
の
バ
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ラ
ン
ス
の
中
で
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
比
し
て
、
憲
法
の
保
障
は
高
次
の
価
値
体
系
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

他
の
法
規
範
以
上
に
政
治
の
力
関
係
の
渦
中
に
置
か
れ
る
。
内
容
的
に
特
殊
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
行
し
、
護
る
手
だ
て
を
も
た
な
い
憲

法
に
と
っ
て
、
自
ら
憲
法
の
保
障
の
観
念
を
設
定
し
、
制
度
を
完
備
し
て
行
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

今
日
、
憲
法
保
障
と
語
る
べ
き
制
度
の
意
味
は
、
国
家
保
障
で
は
な
く
、
憲
法
典
全
体
の
保
障
で
も
な
く
、
国
家
の
法
的
秩
序
の
基

礎
を
構
成
す
る
実
質
的
な
憲
法
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
保
障
の
目
的
が
、
成
文
憲
法
の
全
体
で

あ
る
憲
法
典
の
保
障
に
あ
る
の
で
は
な
く
実
質
的
な
憲
法
の
保
障
に
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
憲
法
保
障
の
客
体
を
考
え
る
際
、
如
何
な
る
規
定
を
も
含
ん
で
い
る
成
文
の
憲
法
典
で
は
な
く
、
国
家
権
力
を
制
限
し
、

人
権
・
自
由
を
保
障
す
る
と
い
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
憲
法
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

二　

憲
法
保
障
の
敵

　

憲
法
の
保
障
を
め
ぐ
る
次
の
問
題
は
、「
何
に
対
し
て
」（
②
保
障
の
「
敵
」
と
し
て
の
違
憲
行
為
）
と
い
う
点
に
あ
る
。
憲
法
秩
序

に
対
す
る
侵
害
行
為
に
つ
い
て
様
々
な
指
摘
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
内
で
「
国
家
権
力
の
違
憲
行
為
」
か
ら
憲
法
を
保
障
す

る
と
い
う
観
点
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

国
家
権
力
に
よ
る
憲
法
秩
序
の
侵
害
行
為
は
、
形
式
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
憲
法
よ
り
下
位
に
あ
る
法
規
範
で
あ
り
、
違
憲
と
判

断
さ
れ
な
い
限
り
、
そ
の
実
効
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
国
家
権
力
に
よ
る
侵
害
行
為
は
実
質
的
な
観
点
か
ら
も
考

え
ら
れ
る
。
国
家
権
力
に
よ
る
、
実
質
的
な
意
味
の
侵
害
行
為
は
、
形
式
的
な
意
味
の
侵
害
行
為
と
異
な
っ
て
、
直
接
的
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
実
質
的
な
意
味
の
侵
害
行
為
が
よ
り
悪
質
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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有
倉
遼
吉
教
授
は
、
国
家
機
関
に
よ
る
侵
害
に
つ
い
て
、
保
障
の
「
敵
」
と
な
り
う
る
国
家
権
力
が
、
同
時
に
保
障
の
「
味
方
」
＝

担
い
手
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
権
力
分
立
制
、
違
憲
立
法
審
査

制
と
い
っ
た
主
要
な
保
障
制
度
は
、
い
ず
れ
も
一
つ
の
国
家
機
関
の
違
憲
行
為
を
他
の
国
家
機
関
が
抑
制
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、

国
民
に
よ
る
保
障
を
別
と
し
て
、
国
家
機
関
に
よ
る
保
障
制
度
に
内
在
す
る
こ
の
性
格
は
、
保
障
制
度
を
無
力
化
し
や
す
い
。
国
会
、

内
閣
、
裁
判
所
を
担
う
公
務
員
の
憲
法
意
識
や
憲
法
感
覚
が
接
近
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
違
憲
行
為
に
対
す
る
抑
制
機
能
は
鈍
化
す
る
。

こ
れ
が
合
憲
の
外
形
を
よ
そ
お
う
実
質
的
違
憲
行
為
、
す
な
わ
ち
憲
法
上
の
脱
法
行
為
と
も
言
う
べ
き
現
象
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
脱

法
行
為
は
、
形
式
的
に
は
合
憲
に
見
え
る
行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
表
面
に
お
け
る
合
憲
性
に
よ
っ
て
実
質
に
お
け
る
違
憲
性
が
覆
わ

れ
る
結
果
と
な
る
。
大
須
賀
明
教
授
は
国
家
機
関
に
よ
る
侵
害
行
為
に
つ
い
て
違
憲
行
為
と
は
別
に
脱
法
行
為
と
い
う
現
象
に
つ
い
て

も
説
明
す
る
。
脱
法
行
為
は
、
憲
法
上
の
明
文
の
規
定
に
直
接
に
は
違
反
し
な
い
手
段
に
よ
り
、
結
局
は
あ
る
憲
法
上
の
規
定
に
違
背

す
る
事
項
を
事
実
上
実
現
す
る
行
為
で
あ
る
。
違
憲
行
為
が
憲
法
秩
序
に
対
し
て
真
正
面
か
ら
挑
む
の
に
対
し
て
、
憲
法
上
の
脱
法
行

為
は
そ
の
背
後
か
ら
挑
む
。
違
憲
行
為
は
、
そ
れ
が
い
か
に
国
家
権
力
の
強
行
性
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
絶
え
ず
憲
法
秩
序
に
よ
る
抵

抗
を
排
除
し
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
憲
法
上
の
脱
法
行
為
は
、
形
式
的
に
合
憲
な
行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

表
面
に
お
け
る
合
憲
性
に
よ
っ
て
実
質
に
お
け
る
違
憲
性
が
覆
わ
れ
、
憲
法
秩
序
に
対
す
る
侵
害
も
か
か
る
表
見
的
な
合
憲
性
に
支
え

ら
れ
て
行
な
わ
れ
る
。
違
憲
行
為
と
比
べ
て
、
脱
法
行
為
の
ほ
う
が
実
質
的
な
侵
害
行
為
で
あ
り
、
憲
法
秩
序
に
対
す
る
よ
り
大
き
な

脅
威
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

立
法
行
為
に
よ
る
脱
法
行
為
の
例
を
二
〇
二
〇
年
の
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
の
改
正
に
関
す
る
法
律
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
法
律
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
四
日
に
制
定
さ
れ
た
最
近
の
も
の
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
三
月
一
一
日
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
国

家
院
が
、
第
三
読
会
に
お
い
て
ロ
シ
ア
憲
法
改
正
案
を
採
択
し
た
。
提
案
さ
れ
た
改
正
案
の
一
つ
は
、
大
統
領
任
期
は
通
算
二
期
ま
で
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（
従
来
は
連
続
二
期
）、
改
憲
時
の
現
職
と
大
統
領
経
験
者
の
通
算
任
期
数
は
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
改
正
前
の
憲
法
は
大
統
領

任
期
を
「
連
続
二
期
」
ま
で
と
定
め
て
い
る
ほ
か
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
改
憲
案
は
「
通
算
二
期
」
ま
で
と
し
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年

か
ら
大
統
領
を
二
期
目
を
務
め
、
一
二
年
の
復
帰
後
も
既
に
二
期
目
に
入
っ
て
い
る
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
次
期
大
統
領
選
に
立
候
補

で
き
な
い
は
ず
だ
っ
た
が
、
在
任
期
間
リ
セ
ッ
ト
と
な
り
立
候
補
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
三
月
一
六
日

に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
署
名
し
た
憲
法
改
正
法
案
に
つ
い
て
合
憲
と
判
断
し
た
。
こ
れ
は
、
本
来
違
憲
で
あ
る
行
為
を
合
憲
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
行
為
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
憲
法
保
障
制
度
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
営
ん
で
い
る

か
が
次
に
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

第
六
章　

結
論

　

本
稿
で
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
裁
判
所
、
最
高
裁
裁
判
所
総
会
、
司
法
省
等
の
憲
法
保
障
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
検

討
が
行
わ
れ
た
。
上
述
の
通
り
、
憲
法
保
障
に
関
し
て
は
、「
何
を
」（
①
保
障
の
対
象
と
し
て
の
憲
法
秩
序
）、「
何
に
対
し
て
」（
②

保
障
の
「
敵
」
と
し
て
の
違
憲
行
為
）、「
誰
が
」（
③
憲
法
保
障
の
担
い
手
）、「
い
か
に
」（
④
保
障
手
段
の
性
格
と
形
態
）、「
何
の
た

め
に
」（
⑤
憲
法
秩
序
の
維
持
）
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
再
考
察
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
裁
判
所
の
存
在
に
関
し
て
は
、
そ
の
審
査
基
準
あ
る
い
は
解
釈
方
法
が
十
分
で
は
な
い
と
い

う
審
査
基
準
の
問
題
、
立
法
発
議
権
と
判
決
の
効
力
に
関
連
す
る
問
題
、
具
体
的
規
範
統
制
の
実
現
と
対
立
す
る
事
項
な
ど
の
存
在
か

ら
み
る
と
、
憲
法
の
保
障
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
、
上
記
の
「
い
か
に
」
と
い
う
点
に
お
い
て
は
憲
法
裁
判
所
自
体
の
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本
来
の
役
割
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　

次
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
最
高
裁
判
所
総
会
で
あ
る
が
、
そ
の
活
動
が
法
律
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
法
律
を
語
義
内
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
憲
法
保
障
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
現
状
か
ら
見
る
と
、
憲
法
保
障
を
法
律
範
囲
内
で

実
施
し
て
お
り
、
先
述
の
「
何
に
対
し
て
」
と
い
う
点
に
お
い
て
は
そ
の
役
割
が
不
十
分
で
あ
り
、「
誰
が
」
と
い
う
点
に
関
し
て
そ

の
立
場
が
弱
い
と
思
わ
れ
る
。

　

更
に
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
司
法
省
に
よ
る
法
案
事
前
審
査
に
関
し
て
は
、
比
較
憲
法
学
的
な
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
法
案
事

前
審
査
は
抑
々
政
府
機
関
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
の
で
、
司
法
省
自
体
が
政
府
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
見

る
と
、
先
述
の
「
何
を
」
と
い
う
一
番
重
要
な
点
に
お
い
て
、
十
分
な
憲
法
保
障
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
三
つ
の
制
度
の
中
で
、
最
高
裁
判
所
総
会
の
憲
法
保
障
に
お
け
る
役
割
が
よ
り
積
極
的
に
見
え
る
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
、

憲
法
保
障
と
語
る
べ
き
制
度
の
意
味
は
、
国
家
保
障
で
は
な
く
、
憲
法
典
全
体
の
保
障
で
も
な
く
、
国
家
の
法
的
秩
序
の
基
礎
を
構
成

す
る
実
質
的
な
憲
法
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
高
裁
判
所
が
法
律
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
て
お
り
、
法
律
を

語
義
内
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
憲
法
を
保
障
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
実
質
的
な
意
味
の
憲
法
で
な
く
憲
法

典
の
保
障
し
か
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

憲
法
保
障
の
目
的
が
、
実
質
的
な
憲
法
の
保
障
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
や
は
り
上
記
の
五
つ
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
制
度
、
つ
ま
り
違
憲
審
査
制
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
違
憲
審
査
制
の
運
用
に
お
い
て
、
反
多
数
派
主
義

の
難
点
や
司
法
消
極
主
義
等
が
必
然
的
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
ア
シ
ュ
ワ
ン
ダ
ー
判
決
（A

shw
ander﻿v.﻿T

V
A

二
九
七U

.﻿S.

二

八
八
）
に
お
い
て
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
裁
判
官
が
提
示
し
た
準
則
の
範
囲
内
で
行
使
さ
れ
る
違
憲
審
査
制
が
必
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ブ

ラ
ン
ダ
イ
ス
裁
判
官
が
提
示
し
た
準
則
は
通
常
裁
判
所
に
よ
る
違
憲
審
査
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
の
準
則
を
適
用
す
る
こ

（
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）
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と
に
よ
っ
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
具
体
的
規
範
統
制
の
実
現
を
不
可
能
に
し
て
い
る
事
項
を
緩
め
る
た
め
に
立
法
者
の
納
得

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
合
憲
性
審
査
制
の
運
用
が
消
極
的
で
あ
る
と
い
う
状
況
下
で
、
民
主
主
義
に

抵
触
し
な
い
、
立
法
府
の
判
断
を
尊
重
し
た
上
で
行
わ
れ
る
憲
法
保
障
制
度
に
つ
い
て
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
お
け
る
歴
史
的
根
拠
の

視
角
か
ら
検
証
し
て
き
た
。

　

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
後
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
が
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
違
憲
審
査
制
を
導
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

運
用
が
消
極
的
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
最
高
裁
判
所
と
司
法
省
の
憲
法
保
障
に
お
け
る
役
割
が
大
き
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　

最
高
裁
判
所
は
下
級
裁
判
所
に
対
し
法
令
の
適
用
に
関
す
る
意
見
を
下
す
権
限
を
行
使
す
る
際
、
法
令
の
合
憲
性
に
つ
い
て
審
査
を

し
な
い
が
、
憲
法
の
保
障
を
考
慮
に
入
れ
て
法
令
を
適
用
す
る
た
め
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
本
制
度
は
、
旧
ソ
連
時
代
に
登
場
し
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
最
高
裁
判
所
に
属
す
る
権
限
で
あ
り
、
登
場
し
た
段
階
で
は
、
合
憲
性
審
査
制
の
専
門
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
が
、
時
代
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
合
憲
性
を
は
か
る
専
門
機
関
と
し
て
の
性
質
を
徐
々
に
失
い
、
合
法
性
監
督
の
機

能
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
現
在
も
、
ロ
シ
ア
、
及
び
他
の
旧
ソ
連
諸
国
の
最
高
裁
判
所
に
属
す
る
権
限
と
し
て
残
存
し
て
お

り
、
憲
法
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
意
味
で
は
、
合
憲
性
審
査
制
の
専
門
機
関
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
事
実

上
合
憲
性
審
査
制
へ
の
貢
献
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
合
憲
性
審
査
制
の
機
能
的
等
価
物
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
司
法
省
に
よ
る
法
案
事
前
審
査
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
合
憲
性
審
査
の
領
域
を
狭
め
て
い
る
と

い
う
意
味
で
、
憲
法
保
障
に
お
け
る
役
割
が
現
れ
て
く
る
。
し
か
し
、
政
府
機
関
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

司
法
省
自
体
が
政
府
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
、
十
分
な
憲
法
保
障
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
結
論
に
至
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っ
た
。

　

以
上
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
裁
判
所
の
消
極
的
な
活
動
を
明
ら
か
に
し
、
機
能
的
に
憲
法
裁
判
所
に
近
い
他
の
制
度
（
司

法
省
と
最
高
裁
判
所
総
会
）
に
よ
る
憲
法
の
保
障
に
つ
い
て
も
ソ
連
時
代
に
お
け
る
歴
史
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
日
本
に
お
け
る

憲
法
保
障
制
度
と
比
較
し
て
行
っ
た
検
討
を
以
下
の
通
り
ま
と
め
た
。

　（
一
）
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
お
け
る
司
法
消
極
主
義
に
つ
い
て

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
合
憲
性
審
査
制
に
つ
い
て
は
、
憲
法
裁
判
所
の
設
立
後
二
八
年
の
間
で
、
憲
法
裁
判
所
の
活
動
の
中
心

と
な
る
べ
き
法
令
の
憲
法
適
合
性
審
査
に
よ
る
違
憲
判
決
の
件
数
は
七
件
で
あ
り
、
一
九
九
八
年
二
月
の
違
憲
判
決
が
最
後
の
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
合
憲
性
審
査
（
事
後
的
審
査
）
の
実
際
に
つ
い
て
、
憲
法
裁
判
所
に
よ

る
合
憲
性
審
査
の
法
的
問
題
と
し
て
そ
の
審
査
基
準
あ
る
い
は
解
釈
方
法
が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
審
査
基
準
の
問
題
、
憲
法
裁
判
所

の
立
法
発
議
権
と
判
決
の
効
力
に
関
連
す
る
問
題
、
具
体
的
規
範
統
制
の
実
現
と
対
立
す
る
事
項
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　

憲
法
裁
判
所
に
よ
る
合
憲
性
審
査
の
法
的
問
題
に
つ
い
て
、「
一
九
九
二
年
八
月
二
四
日
の
内
閣
の
命
令
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
『
教

育
従
事
者
と
の
労
働
契
約
の
締
結
の
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
方
式
に
関
す
る
規
定
』
の
憲
法
適
合
性
審
査
に
関
す
る
」
判
決
な
ど
で
見
た
よ
う

に
、
憲
法
裁
判
所
が
違
憲
と
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
不
十
分
な
性
質
を
持
つ
審
査
を
行
っ
た
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

具
体
的
規
範
統
制
の
実
現
と
対
立
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
一
一
条
は
、
法
適
用
に
お
け
る
各
種
の
不
適
用
は
刑

事
訴
訟
法
に
違
反
し
、
法
律
上
の
責
任
を
も
た
ら
す
と
規
定
し
て
お
り
、
裁
判
所
は
法
律
を
文
言
ど
お
り
に
適
用
し
、
そ
の
結
果
、
法

令
の
合
憲
性
の
疑
い
も
生
じ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
。
更
に
、
最
高
裁
判
所
総
会
の
法
令
適
用
に
関

す
る
解
説
権
（
下
級
裁
判
所
は
最
高
裁
判
所
総
会
の
法
令
適
用
に
関
す
る
解
説
に
従
い
、
法
律
な
ど
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

の
存
在
も
具
体
的
規
範
統
制
の
実
現
を
不
可
能
に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
六
年
一
二
月
二
〇
日
（
一
／
六
〇
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番
）
の
「
司
法
府
に
関
す
る
」
最
高
裁
判
所
総
会
及
び
最
高
商
事
裁
判
所
総
会
の
共
同
決
定
に
よ
り
（
第
二
項
に
よ
り
三
号
）、
下
級

裁
判
所
は
訴
訟
に
お
い
て
法
律
の
合
憲
性
に
つ
い
て
異
義
が
生
じ
た
場
合
、
審
理
を
中
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
決
定
を
下
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
解
説
が
下
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
そ
れ
が
憲
法
裁
判
所
の
一
九
九
八
年
六
月
一
六
日
の
判
決
に
よ
り
、「
訴
訟
手
続
の
中
止

に
関
す
る
事
項
が
法
律
上
定
め
ら
れ
な
い
限
り
、
訴
訟
手
続
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
た
判
断
も
具
体
的
規
範
統
制
の
実

現
を
更
に
不
可
能
に
し
た
と
言
う
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
二
〇
一
七
年
五
月
三
一
日
の
新
憲
法
裁
判
所
法
が
制
定
さ
れ
、
下
級
裁
判
所
が
最
高
裁
判
所
を
通
じ
て
憲
法
裁
判
所
に
申

立
て
を
す
る
権
限
を
得
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
実
際
の
手
続
に
関
す
る
事
項
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
に
つ
い
て
も
述
べ

た
。

　（
二
）
司
法
省
に
よ
る
法
案
事
前
審
査
制
に
つ
い
て

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
違
憲
審
査
制
の
運
用
が
不
活
発
で
あ
る
の
に
対
し
、
法
令
案
事
前
審
査
制
が
登
場
し
た
二
〇
〇
三
年
か

ら
司
法
省
は
積
極
的
に
法
案
の
合
憲
性
か
つ
合
法
性
を
審
査
し
始
め
た
。
法
令
案
は
、
そ
の
作
成
機
関
に
お
い
て
審
査
さ
れ
、
さ
ら
に

司
法
省
に
よ
る
最
終
の
法
的
事
前
審
査
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（「
法
規
範
に
関
す
る
」
法
律
第
二
一
条
）
法
律
上
の

根
拠
も
司
法
省
の
積
極
的
な
法
案
審
査
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
二
〇
一
七
年
度
に
お
い
て
は
三

一
六
三
件
の
法
案
が
審
査
さ
れ
、
そ
の
内
一
五
四
件
が
制
定
許
可
を
得
な
か
っ
た
こ
と
も
そ
の
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
実
態
が
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
司
法
省
に
よ
る
事
前
審
査
の
役
割
が
非
常
に
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

し
か
し
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
同
様
の
制
度
を
導
入
し
て
い
る
日
本
に
お
け
る
内
閣
法
制
局
の
実
践
を
見
る
と
、
二
〇
一
三
年
に
内

閣
法
制
局
長
官
を
交
代
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
我
が
国
は
主
権
国
家
で
あ
る
以
上
、
集
団
的
自
衛
権
を
保
有
し
て
い
る
が
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
を
超
え
る
た
め
、
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
従
来
の
政
府
解
釈
を
変
更
し
、
集

（阪大法学）71（6-89）　1621〔2022.﻿3﻿〕



論　　　説

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
限
定
的
に
認
め
た
内
閣
の
行
動
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
司
法
省
も
政
府
の
影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
や
は
り
十
分
な
憲
法
保
障
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　（
三
）
最
高
裁
判
所
総
会
の
役
割
に
つ
い
て

　

憲
法
裁
判
所
型
の
違
憲
審
査
制
を
導
入
し
て
い
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
司
法
制
度
に
お
い
て
通
常
裁
判
所
を
指
導
す
る
最
高

裁
判
所
（
最
高
裁
判
所
総
会
）
も
憲
法
裁
判
所
と
は
別
に
法
令
の
解
釈
を
行
っ
て
お
り
、
法
令
の
適
用
に
お
い
て
下
級
裁
判
所
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
意
見
を
下
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
最
高
裁
判
所
の
総
会
は
憲
法
保
障
に
お
い
て
憲
法
裁
判
所
と
機
能

的
に
等
価
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
形
式
的
に
は
そ
う
で
は
な
い
の
に
対
し
て
、
実
質

的
・
間
接
的
な
意
味
に
お
い
て
憲
法
保
障
機
能
を
行
使
し
て
い
る
と
は
言
え
る
。

　

し
か
し
、
最
高
裁
判
所
総
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
憲
法
保
障
を
法
律
範
囲
内
で
実
施
し
て
お
り
、
法
律
を
語
義
内
解
釈
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
憲
法
を
保
障
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
憲
法
を
憲
法
典
と
し
て
保
障
す
る
こ
と
し
か
期
待
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

最
高
裁
判
所
総
会
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
及
び
ロ
シ
ア
連
邦
の
実
践
に
関
す
る
事
例
な
ど
で
み
た
通
り
、
憲
法
上
の
権
利
を
違
憲
行

為
の
侵
害
や
法
律
の
違
憲
的
適
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
侵
害
か
ら
保
護
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
一
日
に
採
択
さ
れ
た
第
二
号
の
「
企
業
活
動
に
つ
い
て
の
裁
判
例
に
関
す
る
」
最
高
裁
判
所
総
会

の
決
定
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
見
た
通
り
（
一
一
二
頁
）、
最
高
裁
判
所
総
会
は
、
企
業
活
動
の
定
義
を
下
し
、
間
接
的
に
せ
よ
、
憲

法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
財
産
権
、
労
働
権
（
五
三
条
）
ま
た
所
有
権
（
五
四
条
）
を
法
規
範
（
行
政
的
責
任
法
典
第
一
六
五
条
、
第
一

七
六
条
、
第
一
七
六
三
条
、
刑
法
典
第
一
八
八
条
、
第
一
九
〇
条
）
の
適
用
に
よ
る
侵
害
か
ら
保
護
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ロ
シ
ア
連
邦
最
高
裁
判
所
の
場
合
は
、
直
接
的
な
憲
法
保
護
の
実
践
も
あ
り
、
最
高
裁
判
所
総
会
の
一
九
九
四
年
四
月
二
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八
日
の
「
通
貨
ま
た
は
有
価
証
券
の
偽
造
に
関
す
る
裁
判
に
つ
い
て
」
の
第
二
号
の
決
定
に
お
い
て
、
通
貨
ま
た
は
有
価
証
券
の
偽
造

に
対
し
て
例
外
的
な
刑
罰
と
し
て
死
刑
を
規
定
し
て
い
た
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
刑
法
典
第
八
七
条
、
第
二
項
（
一
九
六
二
年
七
月
二
五
日

制
定
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
刑
法
典
）
は
、
死
刑
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
第
二
〇
条
に
矛
盾
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
適
用

が
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
例
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
最
高
裁
判
所
総
会
の
憲
法
保
障
に
お
け
る
役
割
が
ロ
シ
ア
連
邦
に
お

い
て
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　

違
憲
審
査
制
の
機
能
的
等
価
物
の
存
在
に
つ
い
て
、
違
憲
審
査
制
の
活
発
な
運
用
は
そ
の
機
能
的
等
価
物
に
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
、
そ
の
等
価
物
が
よ
り
実
質
的
な
憲
法
保
護
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

先
述
の
通
り
、
民
主
政
治
に
お
い
て
、
裁
判
所
に
よ
る
合
憲
性
審
査
制
が
あ
ま
り
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
司
法
消
極
主

義
と
い
う
状
況
の
下
で
、
民
主
主
義
に
抵
触
し
な
い
、
立
法
府
の
判
断
を
尊
重
し
た
上
で
行
わ
れ
る
憲
法
保
障
制
度
に
つ
い
て
、
法
律

の
解
釈
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
法
令
の
適
用
に
関
す
る
解
説
を
出
し
て
、
下
級
裁
判
所
に
よ
る
法
令
の
適
用
に
お
い
て
、
憲
法
の
保
護

を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
最
高
裁
判
所
総
会
の
役
割
と
法
案
を
事
前
に
審
査
し
、
法
令
制
定
の
前
の
段
階

に
お
い
て
憲
法
保
護
に
貢
献
し
て
い
る
司
法
省
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
も
っ
て
本
論
文
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

«О
 м

ерах по дальнейш
ем

у соверш
енствованию

 деятельности М
инистерства ю

стиции Республики 

Узбекистан»,27.08.2003г.№
 370.

Закон Республики Узбекистан «О
 П

орядке П
одготовки П

роектов Законов И
 И

хВ
несениявЗаконодательную

 П
алату О

лий 

М
аж

лиса Республики Узбекистан» 11.10. 2006г., №
 ЗРУ

-60.

«Роль М
инистерства ю

стиции Республики Узбекистан в проведении правовой экспертизы
 проектов нормативно-

правовы
х актов», Н

ачальник отдела М
инистерства ю

стиции Республики Узбекистан Д
аврон Каландаров, 2014г. С

ентябрь.

«А
длия вазирлиги томонидан 2017 йилда норматив-ҳуқуқий ҳуж

ж
атлар лойиҳаларини ҳуқуқий экспертизадан ўтказиш
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論　　　説
ф

аолиятида амалга ош
ирилган иш

лар», А
длия В

азирлигининг расм
ий сайти:﻿https://w

w
w

.m
injust.uz/uz/activity/

npaprojects/89498/

（
閲
覧
日
二
〇
一
九
年
八
月
）.

本
判
決
は
、
一
九
九
七
年
三
月
一
一
日
付
の
内
閣
の
命
令
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
「
特
殊
な
仕
事
に
従
事
す
る
従
業
員
の
一
覧
表
」
は
労
働

法
典
一
一
八
条
の
意
義
に
適
合
し
な
い
と
し
た
判
決
で
あ
る
。

「
内
閣
法
制
局
設
置
法
」
昭
和
二
七
年
法
律
第
二
五
二
号
、
第
一
条
・
第
三
条
。

平
岡
秀
夫
「
政
府
に
お
け
る
内
閣
法
制
局
の
役
割
」
北
大
法
学
論
集
四
六
巻
六
号
（
一
九
九
六
年
）
三
四
四
頁
。

平
岡
・
前
掲
注
（
68
）
三
四
六
頁
。

西
川
伸
一
「
内
閣
法
制
局
に
よ
る
法
案
審
査
過
程
─
『
政
策
形
成
過
程
の
機
能
不
全
』
の
一
断
面
と
し
て
─
」
政
經
論
叢
七
二
巻
六
号

（
二
〇
〇
四
年
）
二
六
二-

二
六
三
頁
。

内
閣
法
制
局
百
年
史
編
集
委
員
会
（
編
）『
内
閣
法
制
局
百
年
史
』（
内
閣
法
制
局
一
九
八
五
年
）
二
二
二
頁
。

佐
藤
岩
夫
「
違
憲
審
査
制
と
内
閣
法
制
局
」
社
會
科
學
研
究
巻
五
六
五-

六
号
、（
二
〇
〇
五
年
）
八
八
頁
。

平
岡
・
前
掲
注
（
68
）
三
四
七
頁
。

中
村
明
『
戦
後
政
治
に
ゆ
れ
た
憲
法
九
条
：
内
閣
法
制
局
の
自
信
と
強
さ
〔
第
三
版
〕』（
西
海
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
二
〇
頁
。

平
岡
・
前
掲
注
（
68
）
三
四
四-

三
四
五
頁
。

五
十
嵐
敬
喜
＝
小
川
明
雄
『
議
会
─
官
僚
支
配
を
超
え
て
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
七
二
頁
。

大
石
眞
「
内
閣
法
制
局
の
国
政
秩
序
形
成
機
能
」
公
共
政
策
研
究
六
巻
（
二
〇
〇
六
年
）
一
三
頁
。

「
内
閣
法
制
局
意
見
年
報
」
一
〇
巻
（
昭
三
七-
昭
三
九
）
内
閣
法
制
局
（
一
九
六
五
年
）
三
五
頁
。

公
衆
電
気
通
信
法
（
法
律
第
九
六
号
（
昭
和
二
八
年
七
月
三
一
日
））
第
五
条
第
一
項
「
公
社
又
は
会
社
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
の
秘
密

は
、
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」。
第
二
項
「
公
衆
電
気
通
信
業
務
に
従
事
す
る
者
は
、
在
職
中
公
社
又
は
会
社
の
取
扱
中
に
係
る
通
信
に
関
し
て

知
り
得
た
他
人
の
秘
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
」。

日
本
国
憲
法
第
三
三
条
「
何
人
も
、
現
行
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
権
限
を
有
す
る
司
法
官
憲
が
発
し
、
且
つ
理
由
と

な
っ
て
い
る
犯
罪
を
明
示
す
る
令
状
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
逮
捕
さ
れ
な
い
」。
第
三
五
条
「
何
人
も
、
そ
の
住
居
、
書
類
及
び
所
持
品
に
つ
い

て
、
侵
入
、
捜
索
及
び
押
収
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
権
利
は
、
第
三
三
条
の
場
合
を
除
い
て
は
、
正
当
な
理
由
に
基
づ
き
発
せ
ら
れ
、
且
つ
捜
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索
す
る
場
所
及
び
押
収
す
る
物
を
明
示
す
る
令
状
が
な
け
れ
ば
、
侵
さ
れ
な
い
。
捜
索
又
は
押
収
は
、
権
限
を
有
す
る
司
法
官
憲
が
発
す
る
各

別
の
令
状
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
う
」。

中
村
・
前
掲
注
（
74
）
三
一
頁
。

佐
藤
・
前
掲
注
（
72
）
八
六
頁
。

西
川
・
前
掲
注
（
70
）
二
六
九
頁
。

長
谷
川
慶
太
郎
＝
植
草
一
秀
『
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
』（
学
研
プ
ラ
ス
（
学
習
研
究
社
）、
一
九
九
三
年
）
六
三
頁
。

西
川
・
前
掲
注
（
70
）
二
七
〇
頁
。

五
十
嵐
＝
小
川
・
前
掲
注
（
76
）
七
二
頁
。

佐
藤
・
前
掲
注
（
72
）
八
八
頁
。

「
な
し
崩
し
変
更
許
さ
れ
ぬ　

集
団
的
自
衛
権
を
考
え
る
」
東
京
新
聞
社
説
、
二
〇
一
三
年
八
月
九
日
付
。

呉
明
上
「
安
倍
内
閣
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
関
す
る
研
究
」
問
題
與
研
究
四
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
一-

三
〇
頁
。

有
倉
遼
吉
『
憲
法
秩
序
の
保
障
』（
日
本
評
論
社
、
昭
和
四
四
年
）
三-

七
二
頁
。

芦
部
信
喜
『
憲
法
〔
第
六
版
〕』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
第
三
七
四-

三
七
五
頁
。

石
村
修
『
憲
法
の
保
障
─
─
そ
の
系
譜
と
比
較
法
的
検
討
─
─
』（
尚
学
社
（
文
京
区
）、
一
九
八
七
年
）
四
頁
。

小
嶋
和
司
『
憲
法
学
講
話
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
）
八
頁
。

清
宮
四
郎
『
憲
法
Ⅰ
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
）
七-

八
頁
。

石
村
・
前
掲
注
（
92
）
四-

五
頁
。

有
倉
・
前
掲
注
（
90
）
一
〇
頁
。

大
須
賀
明
「
憲
法
上
の
脱
法
行
為
」
早
稲
田
法
学
会
誌
一
五
巻
（
一
九
六
五
年
）
二
頁
。

例
え
ば
、
改
憲
に
よ
る
大
統
領
の
過
去
の
在
任
期
間
の
リ
セ
ッ
ト
は
一
つ
の
例
で
あ
ろ
う
（https://w

w
w

.jiji.com
/jc/

article?k=2020031100996&
g=int

）（
閲
覧
日
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）。

ロ
シ
ア
連
邦
議
会
の
下
院
（Госуда́рственная дума

、
国
家
ド
ゥ
ー
マ
）。
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вопросов организации и функционирования публичной власти”

（
二
〇
二
〇
年
三
月
一
四
日
、
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
の
改
正
に
関
す
る

連
邦
憲
法
的
法
律
「
機
関
の
特
定
問
題
の
規
制
及
び
公
権
力
の
機
能
の
改
善
に
つ
い
て
」）（http://w

w
w

.consultant.ru/docum
ent/

cons_doc_LA
W

_346019/

）（
閲
覧
日
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）。

「
ロ
シ
ア
改
憲
投
票
、
賛
成
七
割
超　

プ
ー
チ
ン
氏
五
選
『
信
任
』」
日
本
経
済
新
聞
、
二
〇
二
〇
年
七
月
二
日
、（https://w

w
w

.
nikkei.com

/article/D
GX

M
ZO

61053860S0A
700C2000000/

）（
閲
覧
日
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）。

「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
続
投
、
急
浮
上　

改
憲
に
突
然
の
提
案
─
ロ
シ
ア
」JIJI.CO

M

、
二
〇
二
〇
年
〇
三
月
一
二
日
、（https://w

w
w

.
jiji.com

/jc/article?k=2020031100996&
g=int

）（
閲
覧
日
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）。

「
ロ
シ
ア
憲
法
裁
、
プ
ー
チ
ン
氏
五
選
へ
の
改
憲
法
案
は
『
合
憲
』」
日
本
経
済
新
聞
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
七
日
、（https://w

w
w

.
nikkei.com

/article/D
GX

M
ZO

56871320X
10C20A

3000000/

）（
閲
覧
日
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）。

有
倉
・
前
掲
注
（
90
）
三
頁
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
刑
事
訴
訟
法
典
第
一
一
条
に
、「
法
適
用
に
お
け
る
各
種
の
不
適
用
は
刑
事
訴
訟
法
に
違
反
し
、
法
律
上
の
責

任
を
も
た
ら
す
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
101
）

（
102
）

（
103
）

（
104
）

（
105
）
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